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結局は， 体内の程々なる機能系統の相互平衡によって維持されている Homeostasis がその諸機
構のいずれかの失調によって破綻をもたらすことによるものと考えられるのであるが，上記の多
数症例研究の結果は，その際において肝臓および副腎の潜在的機能障害が重要な役割を果すであ
??n同U
ろうことを示すものとして，ショック現象理解に役立つものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は，いわゆる薬物ショック死の人体解剖例多数をまとめて資料とし，先づ統計的にその
性別，年令別，使用薬剤種別，剖検上の素因並びにショック誘因としての特殊身体条件等を観察
した後，特にその肝臓および副腎についての組織学的所見を詳細に検討し，その他の急死例との
比較検討をも試み，薬物ショック死例のほとんどすべてに共通してその肝臓および副腎に明らか
な退行変性像が他の死因群に比べて強く認められることを確かめ，これら臓器の潜在的機能障害
がショック発現のー素因として重要な役割を果すであろうことを示したもので，ショック現象理
解に役立つこと多大であると認める。
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